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平成 24年４月 27日 

各      位 
会 社 名 オ ン キ ヨ ー 株 式 会 社 
代 表 者 名 代表取締役社長 大朏宗徳 
（ＪＡＳＤＡＱ・コード６６２８） 

問合せ先 
役職・氏名 代表取締役副社長 中野 宏 
電話 ０６－６２２６－７３４３ 

 

特別損失の計上および平成 24年３月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 24 年３月期（平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31 日）において、下記のとおり特別損失

を計上することといたしましたので、その概要につきお知らせいたします。また、平成 24 年２月 10 日に公

表いたしました平成 24年３月期通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の計上について 

当社連結子会社が所有する固定資産の一部について、将来の回収可能性を検討した結果、帳簿価額を回

収可能価額まで減額し、減損損失114百万円を特別損失として計上いたします。さらに、関係会社の再編に

伴う損失85百万円を計上いたします。 

 

２．業績予想の修正について 

(1) 平成24年３月期 通期業績予想の修正等 （平成 23年４月１日～平成 24年３月 31 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 1 株当たり当期純利益 

前回予想（Ａ）  

42,000 

 

△1,000 

 

△1,500 

 

△2,000 

円  銭 

△40.05 

今回修正（Ｂ） 42,900 △2,300 △2,500 △3,400  △68.09 

増減額（Ｂ－Ａ） 900 △1,300 △1,000 △1,400 － 

増 減 率（％） 2.1 － － － － 

（ご参考）前期実績 

（平成 23年３月期） 

52,613 433 277 58 1.23 

（注）平成 24 年３月期の１株当たり当期純利益は、平成 24 年１月 20 日付の第三者割当増資による

新株式の発行分（8,240,200 株）および平成 24 年２月６日付の第三者割当増資による新株式の

発行分（5,833,300 株）を含めた予定期中平均発行済株式数により算出しております。 

 

(2) 修正の理由 

売上高につきましては、AV事業の積極的な販売活動により順調に推移したことで、ほぼ見通しどおり

となる見込みです。しかしながら、原材料価格の高止まりに加え、タイの洪水による代替部品調達コス

トの増加、信用不安を背景にした欧米での市況悪化に伴う販売価格の下落による売上総利益の減少、さ

らには販売促進費等の販売コストが増加いたしました。その結果、営業利益、経常利益は前回予想を下

回ることとなり、また、上記特別損失の計上により当期純利益も下回る結果となる見込みです。 

当社は、マレーシアにおけるVersa Manufacturing Sdn.Bhd.からの出資による生産工場の合弁会社化

や、中国における国光電器股份有限公司との合弁会社による車載用スピーカーのコスト競争力の強化等、

当社生産拠点の再編を実施し、コスト削減および生産体制の適正化を推進しております。また、徹底し

た固定費の削減を図り、さらなる事業拠点および事業内容の見直し等を行うことで、経営基盤の抜本的
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な見直しを行うとともに、Gibson Guitar Corp.およびティアック株式会社など、他社との協業等をさら

に深化させることで事業の効率化と拡大の施策を進め、業績の早期回復に努めてまいります。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報および合理的であると判断する一定の前

提に基づいて作成しており、実際の業績は、今後様々な要因により異なる結果となる可能性がありま

す。 

以 上 


